































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 ■CRSV 事業者が抱える課題 
 　そうはいっても、事業者が抱える課題と
いうものはあります。 
 　最も多いのが、「人材の確保・育成」で
す。そして、「営業力・販売力の向上」、「新
規顧客の獲得」と続きます。あとは、「商品・
サービスにどんな付加価値を付けていくの
か」といったところが現在抱えている課題
ということです。 
 4． 地域にある共通価値を創出するた
めに 
 　さまざまな事例をご紹介いたしました。
最後に、地域にある共通価値を創出するた
めにどんなステッフを踏んだらよいか、と
いうことを私なりにまとめてみました。 
 　一つ目は、「自社の強みを深掘りする」
ということ。やはりCSVに取り組むにあ
たっては、手を付けたことのない分野の新
規事業にいきなり手を出すのではなく、ま
ずは自社の強みを生かせないかを検討する
ことが重要だと思っています。自社の強み
というと、SWOT分析などいろいろな分析
はありますが、たとえば製造業ならば「も
のづくり力」というものがよくあげられま
す。しかし、単に「ものづくり力」という
のではなくて、もっと深掘りしていただき
たいのです。例えば、自社で作っているの
かどうか、ということです。意外と自社で
は作っておらず、下請けに作らせるのが上
手な会社というのは結構あると思います。
そのように、「ものづくり力」といっても、
どのような「ものづくり力」なのか。そう
いったところまで深掘りしていただきたい
と思っています。 
 　二つ目は、「周辺事業を見直す」という
こと。先ほど徳島県の ITベンチャーの事
例をご紹介しましたが、ITから始まり、
少しずつ領域を広げ、最終的には銭湯のリ
ノベーションまで実現させました。そのよ
うに少しずつ、自分の領域に近い領域から
入って取り組みつつ事業を拡大・展開させ
ていくのが理想的な方法かと思っています。 
 　三つ目は、「地域課題をどのように捉え、
どうアプローチするか」ということ。農
業、地域貢献、社会福祉といった分野では
よくありますが、私は自分の専門というこ
ともあって、環境分野について検討してい
ただきたいと思っています。たとえば、製
品やサービスを提供するにあたっては多く
の水や電気を使うわけで、環境に与える影
響は大きいはずです。そこで、そういう面
を見直すだけでも意外とコストダウンでき
たり、新たな製品を発見したりするきっか
けになるのではないかと思っています。 
 　四つ目が、「地域価値をどうやって経済
価値に変換するか。利益が出る仕組みの構
築」ということです。非常に難しいところ
ではありますが、一つには、製品やサービ
スに付加価値を付けることが考えられま
す。CSVに取り組んで社会課題を解決して
いくこと自体が一つのストーリーとなり、
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そのことが付加価値になるのではないで
しょうか。また、事例紹介にもありました
が、販路を拡大したりコストダウンしたり、
そういう利益が出るための地道な努力を積
み重ねていって、それで初めて経済価値と
社会価値（地域課題の解決）を両立させる
ことができるのではないかと思っていると
ころです。 
 　私からの発表は以上です。ご清聴、あり
がとうございました。 
 
 
